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マスコンクリート構造物の温度ひびわれ

　　　　　　防止についての一考察

　　　　　　　　　　　　　＊
野　　申　　資　　博

　　　　　　　　　　　　　Tsuguh1ro　N0NAKA

A　Cons1derat1on　about　the　Protect1on　aga肌st　Therma1Carcks　w1thm

　　　　　　　　　　　　1Mass　Concrete　S旋ucture

　　　　　　　1。ま　え　が　き

　マスコンクリート構造物に発生するひびわれの原因の

主なものは，大別すると，温度変化（水和熱・外温の変

化）によるものと，収縮（乾燥収縮・硬化収縮）の拘束
　　　　　　　　1）2）
kよるものとがある。ここでは，そのひびわれの原因が

温度変化であろうと考えられる実構造物をとりあげ，そ

の構造物の温度場並びに温度応力場をF．E．M．を用い．

て解析することにより得られた結果から，温度場と温度

ひびわれに対していくつかの検討を加えたものを示す．

マスコンクリート構造物の温度場をF．E．M．を用いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
解析した例としては，Raphae1and　W11sOnによりタ
　　　　　　　　　　　　　　　　4）
ムを解析したものと，W11son　et　a1により導水路を解

析したもの等がある．いずれも，施工段階まで考慮に入

れた解析であり，温度ひびわれ発生に最も関係する非定
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寓温度場を解析している．著者が用いたF．E．M．の手

法もそれらのものに準拠していて，その詳細は以前報告
　5）
した．

　　　　2、びびわれ発生の原因について

　対象とした構造物は，あるダムの余水吐のピア部分で

ある．図1，2にこの構造物の形状を示す。

　まず，なぜ，このひびわれの原因が温度変化であると

考えられるのかということを定性的に整理すると，

i）このひびわれは1リフトを通じる貫通ひびわれであ

る

ii）このひびわれは長辺部分のほぼ中央付近に発生して

いる

iii）この構造物が温度ひびわれ発生傾向の多い，マスコ

ン構造の申でも比較的薄肉の構造物である

．iY）ひびわれ発生位置がいわゆる最上リフトにあたる

Y）使用されたセメントが水和熱発生の比較的多い普通
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図1　Cブロック側面図（単位：㎜）

凄農業施設工学研究室 図2　Cブロック正面図
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しない方がよいということになる．さて，これらを　般

のマスコン構造に拡大してみると，温度ひびわれを避け

るのに，温度場を均一にするには，結論として，よく述

べられるように，（1）低発熱性セメントを使用し，（2）セメ

ント量の少ない配合とし，（3）フライアッシュ等を混入

し，断熱温度上昇の形を変え，（4）打込み温度を下げ，（5）

適当な期間msu1at1onを行い，（6）ポストクーリンクは

温度場を不均一にしないような配慮が必要である，等と．

なる．しかし，最も効果があると考えられるのは，最初

の3つであり，後の3つは二次的な手段であるといえ

る．温度場よりの検討のみで，応力場との関係まで調べ

ていないが，このように防止方法を計算により数値的に

評価することは可能であるといえる．

　　　　　　　4。　ま　　と　　め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　ここでは，以前報告したF．E．M．解析法を用いて，

実際にひびわれを起した構造物の温度場，温度応力場を

解析した結果より，温度場の温度ひびわれに対する関

係，並びに，ひびわれ防止方法の温度場からの評価も試

みてみた．温度びびわれを避ける方法は，今まで，経験

的に述べられてきたことと同一になったが，解析的な裏

付けが与えられたという意味では，十分意義があると考

える．特に，“プレクーリング，ポストクーリングのよ

うな二次的な手段よりも，まず発熱量を最小にするとい

う一次的な手段を考えるべきである”ということが注意

されるべきである．さて，このようなマスコンクリート

構造物の温度ひびわれを防止するには，ここで示したよ

うな事項についての事前の詳細な検討が必要であり，施

工の計画にも配慮がなされるべきではないかと考えてい

る．以後は，設計・施工段階において，温度ひびわれ発

生に対する検討が反映できうるような使用がなされるこ

とを希望している．

　　　　　　　　5。あ　と　が　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　ここで解析対象にした構造物については，以前の報告

では，2つの同形状の構造物があり，応力場的には，ひ

びわれを起こしたものより，起こしていないものが大き

いという逆の結果を得ていた．その後，この不合理な結

．果について考察を続けていたが，あの時点での解析は温

度応力場についてのみであり，まえがきで述べた乾燥収

縮による応力には触れていないことが逆転の原因ではな

いかと，現在，推測している。現象的には，これら2つ

のものは同時進行であり，最終的には，重ね合せて考え

なければならないと考えられる．よって，次の段階とし

て，乾燥収縮の解析を行う必要があり，この解析結果は

後日報告したいと思う．最後に，ここでの計算には，京

都大学大型計算センターのFACOM　M－190を使用し

たことを付け加えておく．
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